
3

京都議定書の発効(2005年2月）により、2012年
までに温室効果ガスの6％の削減が義務づけら
れているが、実際の排出量は増大している。

代替エネルギーとしてのバイオマス代替エネルギーとしてのバイオマス

•• 再生可能な、生物由来の有機性資源再生可能な、生物由来の有機性資源

•• 太陽エネルギーを使って、生物が光合成によ太陽エネルギーを使って、生物が光合成によ
り生成した有機物り生成した有機物

•• 太陽エネルギーがある限り、太陽エネルギーがある限り、持続的に再生可持続的に再生可
能能な資源（化石エネルギーは有限で、いづれな資源（化石エネルギーは有限で、いづれ
は枯渇）は枯渇）

•• わが国は温帯モンスーン気候にあり、わが国は温帯モンスーン気候にあり、バイオバイオ
マスが豊富マスが豊富に存在に存在

バイオマスとはバイオマスとは

バイオマスは地域によって多様なものが
あります。

バイオマスは太陽エネルギーを利用して光バイオマスは太陽エネルギーを利用して光

合成作用により生成されるため、持続的に合成作用により生成されるため、持続的に
再生可能であり、再生可能であり、COCO22を増やさない。を増やさない。

バイオマス利用の特徴（その１）バイオマス利用の特徴（その１） バイオマス利用の特徴（その２）バイオマス利用の特徴（その２）

バイオマスは生物由来で、分解が容易バイオマスは生物由来で、分解が容易

→資源循環が可能→廃棄物量の抑制→資源循環が可能→廃棄物量の抑制
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バイオマス利用の特徴（その３）バイオマス利用の特徴（その３）

日本経済の活性化につながる

バイオマス利用の特徴（その４）バイオマス利用の特徴（その４）

バイオマス利用の流れバイオマス利用の流れ
例１例１ 食用廃油の燃料化食用廃油の燃料化

例２例２ バイオマスプラスチックバイオマスプラスチック 例３例３ 堆肥化堆肥化
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例４例４ メタン発酵メタン発酵 例５例５ 木質固形燃料化木質固形燃料化

バイオマスを利活用する上での問題点バイオマスを利活用する上での問題点

資料；農水省、全国のバイオマス利活用の取組みを行っている
７８５市町村の農政担当者に対するアンケート(2003年12月）
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その他の環境保全対策その他の環境保全対策

•• 生態系を活用した水質保全生態系を活用した水質保全

ため池、水路、農地などの農林地のため池、水路、農地などの農林地の

自然浄化機能の活用自然浄化機能の活用

•• 循環灌漑による栄養分の再利用循環灌漑による栄養分の再利用

•• 水力、風力、太陽光などのクリーンエネ水力、風力、太陽光などのクリーンエネ
ルギーの活用ルギーの活用

•• 持続的農業生産活動持続的農業生産活動

•• 省エネ、省資源省エネ、省資源

•• 国民の環境意識の向上、環境教育国民の環境意識の向上、環境教育

循環型社会形成に向けての課題循環型社会形成に向けての課題

•• バイオマスの生産・収集・変換・利用に関わるバイオマスの生産・収集・変換・利用に関わる
技術開発技術開発

•• 産学官連携の一層の推進産学官連携の一層の推進

•• 国・自治体・企業・地域住民にわたる役割分国・自治体・企業・地域住民にわたる役割分
担担

•• 地域住民の理解と協力体制の確立地域住民の理解と協力体制の確立


